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1.　日本人工関節登録制度について
2.　3F看護部看護研究　1題

No. 議     事     内     容 数

1 1

院長 1

副院長 1

<審議内容> 事務長 1

・当院では人工股関節・ 看護部長 1

薬局長 1

ため、日本人工関節登録

 名前を書いたら業者にラベルをお願いしている病院もある。

2 3F看護研究「認知症患者に対する看護師のスピーチロック

の意識調査」について:斉藤・小山（3FNs.)

<審議内容>

・病棟スタッフへスピーチロック（患者の言葉を遮る）に対する勉強

会を実施したのち病棟スタッフの振り返りの調査を行う。

対象は3F病棟の65歳以上の認知症加算患者Ⅱ以上、9/1より

実施したい。講師には研究内容をメールで提出した。

 A:看護師が会話を遮るところがある場面を見ることがある。

 患者の訴えを全部聞くことにより、大きな声を出したり自己抜針

 が減る、という報告がある。患者の話を十分に聞いてあげることに

 より患者サイドも落ち着くと思われる。

・抑制される患者が軽減するという言葉をわかりやすい表現にした

方が研究発表の時にはよいのではないか？

 師全員に取ってから患者さんとかかわりを持っていくのか？

来年の7月に発表予定？

再提出。もう一度倫理委

員会にかけるかどうか委

員と相談し、決定する。
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欠
席

多田理事長

配布先

 A:スピーチロックとは何かの書類を読んでから行いたい。理解した

・結果、「承認」とするが、

方向性は講師と相談しな

がら、追加書類は後日提

理事長

記録者

田中

鈴木院長、雅楽副院長、眞鍋整形外科部長、大吉事務長、
君塚薬局長、田中、清宮、斎藤(3F)、小山(3F)

決 議 事 項

 Q:同意書は認知症の人か？家族からか？

 A:対象は病棟スタッフの看護師である。

 Q:スピーチロックを認識することで抑制される患者とはどういう意味か？

出することとする。

内容が変わるなら書類を

 A:フルネームは書かなくてよい。個人を特定できない工夫がされ

 ている。施設IDが入るが、事務局サイドでしかわからない。手術

・配布資料：倫理審査申請書、日本人工関節登録制度実施マニ

ュアル資料

日本人工関節登録制度について：眞鍋整形外科部長

・登録をしないと研修施設の認定を受けられない。当院は人工股

関節・膝関節が対象である。参考資料(P13)のTHA登録フォーム

1に必要事項を記入し、登録制度事務局にFAX、このデーターを

 をしたら登録フォーム2に使用したコンポーネントのラベルを貼る。

膝関節について登録を

していかなければならない

制度について「承認」と

する。

・配布資料：倫理審査申請書、研究計画書、スピーチロックの定義

保管することで次回の手術時に何のインプラントが挿入されてい

るかがわかる（患者側のメリット）。使用した器械、アプローチ法が

わかる。

 Q:名前(ひらがな）（「たろう」の「た」を記入、一文字のみか？

 Q:アンケートを取るタイミングはスピーチロックの後対象となる看護
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No. 議     事     内     容 数

1

院長 1

副院長 1

　どうか？看護師がアンケートに答えるため患者情報は関わるの 事務長 1

看護部長 1

薬局長 1
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鈴木院長、雅楽副院長、眞鍋整形外科部長、大吉事務長、
君塚薬局長、田中、清宮、斎藤(3F)、小山(3F) 欠

席

多田理事長

決 議 事 項 配布先

　か確認してから患者さんに対応する。9/1～10/30の間 理事長

　Q:まだ煮詰まってないのではないか？講師の方にも意見を聞い

　ていないのではないか？アドバイスを受け整理してからにしたら

　か？関わらないとすれば、倫理委員会は関係あるのか？

　A:スピーチロックは患者や介護される側の対応の仕方を研究す

　る。一応倫理委員会の許可を得ておいた方が後々発表しやす

　いと思う。上記Qに対する内容をふまえ研究を行ってほしい。

記録者

田中
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